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Planck全天サーベイをもとに低温分子雲サーベイを地上ミリ波サブミリ波望遠鏡を駆使して行っている。本講
演では JCMT/SCUBA-2と野辺山 45ｍ鏡を用いた観測を紹介する。SCUBA-2で検出されたクランプ十数個を野
辺山 45ｍ鏡で観測した結果、早期型分子であるCCSの検出率は 60%に達した。これは、オリオンA巨大分子雲
内クランプでの値より高く、暗黒星雲での検出率に匹敵する。クランプのダストの分布は、N2H+とほぼ同じであ
る一方、HC3N, CCSの分布はより広がっている。CCSが検出されたクランプの CCSの分布は clumpyである。
G089，G157 において、N2H+クランプが CCSで取り囲まれる分布を見出した。これは動的降着が観測されて
いる星なしコア L1544に類似しており、大変興味深い。クランプの中心方向でDNC,HN13C,N2D+,c-C3H2の一
点観測を行った。N2D+の検出率は 30%である。CCSの検出の有無、N2H+/CCS, DNC/HN13C, N2D+/N2H+
の柱密度比をもとにして、クランプの化学進化段階を探った。G149, G192N, G207N,G224は化学的に進化して
いる。G089およびG157は化学的進化段階は若い。G108NとG204は中間段階と考えられる。NH3観測も行い、
ほとんどのクランプで運動温度が 14K程度以下と、ダストで見積もった温度と同程度であることが確認された。


